
 居宅介護支援事業所  
  

新型コロナウイルス感染拡大状況を踏まえ、ケアマネ自身が感染予防対策に最善を尽くしながら

日々の業務にあたっていきます。見えないウイルスの不安から、ご家族様ご利用者様の意向により介

護サービスの利用自粛やサービス事業所から陽性者の発生による一時休止の連絡など、早急にサービ

スを調整する必要があります。このような時こそ、ご利用者様の安全な在宅生活が不安なく継続して

サービスを利用できるよう、他職種と連携しながら適切な支援を心掛けて行きます。 

 

１．在宅生活継続への支援 
（１）要支援者及び要介護者等の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じた日常生活を営む事が 
出来るように配慮し、居宅介護サービス計画を作成し、その計画に基づく介護サービスが適性かつ 
円滑に提供されるようその進行を管理していきます。また、事業の実施にあたっては、関係市町村、 
地域包括支援センター、地域の保健・医療福祉サービスとの連携を密に図り、要介護者が良質なサ 
ービスを総合的に受けられる様に支援していきます。 

（２）予防給付：利用者の生活機能の向上に対する意欲を引き出し、介護状態になることを予防します。 

また、地域支援事業での生活支援や介護予防サービスに適切に繋げることができる様に支援します。 

（３）地域のニーズが要支援者等だけでなく、多様な人との関りが高齢者の支援にも有効で豊かな地域

づくりに繋がっていく為、要支援者等以外の高齢者、障害者、児童がともに集える環境づくり、場

所づくりに取り組んで行きます。また、高齢者がボランティアとして活躍するなどして、住民の自

助による介護予防活動の場を増やす取り組みを行っていきます。 
 
２．介護支援専門員の資質向上 

（１）高齢者が地域とのつながりを保ちながら生活を継続していくためには、医療や介護に加え、イン 

フォーマルサービスも含めた多様な生活支援が包括的に提供されることが重要であり、インフォー 

マルサービスも盛り込まれたケアプランの作成を推進していきます。 

（２）介護保険制度の理解を深め、制度改正への迅速な対応を行います。そのため、行政機関との連携 

を図るとともに事業所内での情報共有を図ります。 

（３）地域の看護・介護とのより良い連携を図るために、毎年意見交換を行ってきましたが、コロナウ 

イルス感染症予防の観点から、今後はリモート開催の研修やオンライン意見交換会などにも参加し、 

資質向上を目指していきます。 

 

３・関係機関との連携、協働 

（１） 医療・介護の役割分担と連携の一層の推進、関係者間の円滑な情報共有とそれを踏まえた対応の 
推進に努めていきます。 

（２）行政機関、地域包括支援センター、介護サービス事業所、関係者や地域住民との連携、協働し、 

包括的ケアシステム構築の一翼を担っていきます。 

 

４．苦情処理と対応 

   苦情処理体制については、利用者、家族が安心してサービスを受け入れられるよう、不満や苦情 

に対しては迅速かつ適切に対応していきます。 

 

５．高齢者虐待 

   高齢者虐待などの問題は早期発見、早期対応を心がけ、深刻化する前に対処していきます。また 

行政や地域住民との協力、連携体制を構築していきます。 


